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はじめに
　デンマークの公共図書館の最大の特徴は、生涯学習
を公共図書館の理念として掲げ、コミュニティ住民の
情報への公平なアクセスを確保するための活動を、一
貫して行ってきたことである。その結果デンマークで
は図書館間のネットワークが整備され、居住区がどこ
であっても平等な図書館サービスを受けることができ
る。２点目の特徴は、公共図書館が公的サービスとし
て確固たる位置づけを持ち、図書館サービスの公的財
源と専門職制を揺ぎないものにしていること、さらに
市民がそのことを支持している点である。３点目にデ
ンマークの図書館法は 1920 年に制定されて以来、定
期的に改正され、同法に厳密に沿って実際の活動が展
開されている点である (1)。上記の特長によりデンマー
クは北欧諸国のなかで最も成熟した図書館制度を持つ
国と言われている。
　しかしながらインターネットの普及により、公共図
書館に対する情報要求は相対的に減少している。公共
図書館の新たな活動領域の開拓が重要な課題となる中
で、デンマークでは図書館の生涯学習センターとして
の機能に再び着目し、学習機能を強化することで図書
館の新しい役割を模索し、新たな利用者の獲得を目指
している (2)。以下、いくつかの公共図書館の実践例を
紹介しながら、デンマークの公共図書館の現状につい
て報告したい。

小特集

　北欧のコミュニティと公共図書館
　日本における北欧の図書館への関心は高く、これまでも北欧の数々の図
書館が、訪問記の形で紹介されてきた (1)。本稿はスウェーデン、デンマーク、
ノルウェーの各国の公共図書館について、その最新の状況を報告するとと
もに、図書館サービスの置かれた状況や課題を論じるものである。

（筑波大学：吉
よし

田
だ

右
ゆう

子
こ

）

(1) 北欧の図書館への訪問記は、下記を参照。
1. 図書館計画施設研究所編. Libraries in Finland & Sweden. 図書館流通センター, 1994, 

288p.
2. 図書館計画施設研究所編. Libraries in Denmark & Iceland. リブリオ出版, 1998, 205 p.
3. 図書館計画施設研究所編. Libraries in Norway & Sweden. リブリオ出版, 1996, 207p.
4. 全国学校図書館協議会北欧学校図書館研究視察団編. 北欧に見る学校図書館の活用. 全国学

校図書館協議会, 2007, 127p.
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北欧のコミュニティと公共図書館：デンマーク

オーフス公共図書館 / ゲレロプ分館
（Århus Kommunes Biblioteker / Gellerup Bibliotek）
　オーフス中央図書館は 2004 年に、ビル・アンド・
メリンダ・ゲイツ財団の「学習へのアクセス賞」(Bill 
& Melinda Gates Foundation Access to Learning 
Award 2004；E245 参照 ) を受賞したことで一躍有
名になった、デンマーク第 2 の都市オーフスにある
大規模図書館である。中央館は、デジタル資料の提供
やマルチメディアを駆使した情報サービスなど、先進
的なサービスを積極的に導入している図書館として知
られる (3)。
　オーフス公共図書館のサービスのなかでもとりわけ
ユニークな活動は、ゲレロプ分館における移民の雇用
促進のための活動である (4)。そもそもオーフス図書館
では 1990 年代半ばから、市民の情報技術利用にかか
わる援助を行ってきた。周辺に移民が多く住むゲレロ
プ分館では、移民への情報技術のスキルアップのため
の支援活動に加えて、「職業コーナー」を設け、雇用
促進のための積極的なサポートを行ってきた (5)。
　さらに同分館では公共サービスの向上と住民の社
会参加を目標とするプロジェクト CCG （Community 
Center Gellerup) を展開している。このプロジェク
トは、デンマークではあまり見られない図書館員とボ
ランティアと市民の協働を強調している点でユニーク
な活動といえる。プロジェクトでは地域の社会活動と
のネットワークの構築を目指すとともに、図書館がボ
ランティアセンターなどと連携して、学習支援や情報
技術の取得におけるインフォーマルな学習の場を提供



カレントアウェアネス NO. 295（2008. 3）

17

している。また住民の生活支援活動として保健管理士、
歯科衛生士、助産師を分館に常駐させて無料の健康相
談を行っている (6)。
　ゲレロプ分館に限らず、デンマークの都市部の分館
は住民構成に合わせた独自のサービスを行っている点
に特徴がある。デンマークでは 1983 年および 1990
年の図書館法改正以後、図書館政策における自治体の
裁量が増えている。この文化政策の変化により、図書
館はコミュニティの他の文化施設と競合的な立場にお
かれるようになった (7)。こうした動向を図書館と他機
関との連携の機会としてとらえ、新たなサービスを開
拓する図書館も増えている。ここで紹介したゲレロプ
図書館はその一例である。

リュンビュ公共図書館 （Lyngby Kommunes Biblioteker）(8)

　次にコペンハーゲン近郊にある中規模図書館リュン
ビュ公共図書館を例にとって、デンマークの典型的な
公共図書館の現状をみていきたい。
　図書館は中央図書館と 3 つの分館から構成されて
いる。開館時間は 10 時から 19 時まで、土曜日は 10
時から 17 時まで、日曜日は休館である。視聴覚資料
や特別な資料を除けば貸出冊数に制限はない。図書館
ネットワークが発達しているデンマークでは館種を超
えた ILL が可能であり、移民のための多言語資料は

「多言語資料貸借および支援に関する統合図書館セン
ター」（BiblioteksCenter for Integration）から大部
分を取り寄せている。
　利用者が ID とパスワードを取得してインターネッ
ト経由で図書館の予約、延長等を行うのは日本と同様
である。貸出期間は１ヶ月で、延滞には延滞料が課
せられる。延滞料は成人と子供では異なり、成人は 1
週間で 20 デンマーク・クローネ（約 430 円）、子供
は 5 デンマーク・クローネ（約 100 円）で、1 か月
延滞すると成人は 125 デンマーク・クローネ（約 2,700
円）、子供は 35 デンマーク・クローネ（約 750 円）
となる。
　デンマークでは人々は図書館から本を借りるだけで
なく待ち合わせや憩いの場として図書館を気軽に利
用しているが、リュンビュ図書館もそうした目的に適
した空間として、図書館のゲートを入る前に、ブラウ
ジングルームとカフェが配置されている。市の知的障
害者センターによって運営されているカフェには、コ
ミュニティのさまざまな情報に関するパンフレットが
壁一面に展示されるとともに各国語の新聞も置かれ、
市民のためのよきコミュニケーションの場となってい

る。
　リュンビュ公共図書館ではこれまで作家による講演
会や展覧会を中心に、多様な催し物を開催してきた。
読書会や図書館員を講師としたコンピュータ講座など
も開かれている。いずれも企画・実施段階で司書が積
極的にかかわり、図書館が主催する催し物として質の
確保に配慮したものである (9)。
　インターネットの発達で図書館利用が相対的に減少
するなかで、リュンビュ図書館では利用者獲得に向け
た図書館側からの働きかけに力をいれ、ウェブサイト
を利用したサービスの可能性を探っている。図書館の
課題としては、図書館の多様な機能をもっと積極的に
活用してもらうための利用者への PR と、来館しない
利用者に対するウェブサイト経由のサービス提供が挙
げられていた (10)。

考察
　すでに紹介したオーフス公共図書館は「オーフス公
共図書館の図書館政策 2006-2009」を 2005 年に発
表し、そこには 10 項目の目標が掲げられている。そ
の項目とは（1）メディアを通じた知識と経験の提供、

（2）生涯学習支援、（3）情報への平等かつ無料アク
セスの確保、（4）デンマーク語も含めた文化遺産の
保存と伝承、（5）マジョリティとマイノリティの統
合、（6）児童の成長の支援、（7）コミュニティの他
機関との連携、（8）最新の情報技術に基づく図書館
サービスの進展、（9）図書館サービスの質・時事性・
多様性の確保、（10）図書館サービスの継続性、公開
性、アクセシビリティの 10 点である。これらの項目は、
デンマークのすべての公共図書館が今後目指す目標と
いってもよいであろう (11)。これらの中からいくつか
の重要課題について考察してみたい。
　まずデンマークでは多様な文化背景を持つ利用者が
増加し、そうした利用者を考慮したサービスは、これ
からも重要な図書館の活動目標となることが予想され
る (12)。さらにマイノリティ住民の図書館利用の増加
による利用者層の変化を、デンマークの図書館は自
国の政治的課題である「マイノリティの統合」に結び
つけてとらえている。つまり公共図書館を文化的背景
が異なるあらゆる人々に平等にサービスを行うことで、
民族的マイノリティの社会参加を後押しし、マイノリ
ティ住民とマジョリティ住民の交流を促す重要な機関
として位置づけている。
　もう一つの課題は、情報技術にかかわる公共図書館
の活動である。北欧の図書館では図書館サービスの
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自動化があらゆる面で進み、資料の貸借・返却は原則

として機械を使ったセルフサービスで行われるように

なった。また鴎警の予約やレアアレンス、さらに延滞

料の支払いまでもコンビュータ上で行うことが可能で

ある。こうしたサービスはおおむね好評であるものの、

こうしたシステムに不慣れな住民が一定数いることも

また事実である。つまり図書館はサービスの自動化を

推進し、新たな情報技術を積極的に導入することが求

められていると同時に、利用者が新しい技術を使うた

めのスキルを習得するためのサポートを行う場として

も期待されている(13)。

デンマークでは、すべての図番館サービスは住民の

「情報への平等なアクセス j という理念に基づいてい

る。この理念を実現するために、情報のアクセスに相

対的に不利益を被っている社会的・文化的・民族的マ

イノリティに配躍したサーピスを常に実施し、マジヨ

リティ中心になりがちなサービスのバランスを保ち、

情報アクセスの平等性を確保しようと努めているので

ある o

(筑波大学:吉田右子)

(1) 最近の改正は 2000年である。 2000年館饗館法では特定サーピ

スへの課金が明記されているほか、館長のRl議資格が必須条件

ではなくなった。

(2) 北欧の公共図謀部における新たなサービスの!民1mについては、

以下の先行研究を参照のこと。

Johannsen， Carl Gustav & Kajberg， Leif eds. New Frontiers 

in Public Library Research. Lanham， Malyland， Scarecrow 

Press， 2005， 366p. 

(3) オーフス公共図轡館のサービスの詳細については以下の文献を
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